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50周年に当たり中田前理事長の揮毫した記

念碑を、静苑ホーム、恵明園、愛保育園の３カ

所の玄関横に設置しました。「和顔愛語の心で

尽くします」「Think Future Act Now（未来を

考えいま為すべき事を為す）」という碑文は、

中田前理事長がこれまで大切にしてきた二つの

テーマ。「常に胸にとめて実践してもらえるよ

うに」と願いを込めて筆を振るいました。居室

の個室化や施設内での看取りをいち早く実

践、全国老施協では過去に会長を務め、介護職

の社会的地位向上を働き掛けてきた中田前理

事長。「職員の皆さんには、明るさ、優しさ、そし

て己に対する厳しさ、この三つを大切にしてほ

しい」と思いを託しています。

前理事長が揮毫した誓いの記念碑を
法人施設３カ所に設置

法人設立50周年を記念した書籍『希求』を出版

しました。一年かけて500ページを超える一冊

にまとめました。介護保険制度の始まりから

変遷、施設および法人経営の挑戦、地域への貢

献、職員への感謝、今後の課題などを網羅して

います。「50年の歴史と伝統を振り返り、100

年に向かってこれからも邁進してほしいとい

う願いを込めました」と中田前理事長。職員お

よび関連機関、事業所へ配布する予定です。

中田前理事長が人との出会いについて語った

『邂逅』、コロナ禍での法人の取り組みについて

まとめた『検証』、既刊の2冊と併せてお読みく

ださい。

50年の歩みをまとめた記念誌
『希求』が完成

50周
年

記念号
2022.April

き ご う

へんせん

かいこう
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私
が
福
祉
に
生
き
る

そ
し
て
動
く
力
を
い
た
だ
い
た
五
十
年

　
本
年
二
月
、当
法
人
は
設
立
五
十
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　
私
は
こ
れ
を
機
会
に
三
月
末
を
も
っ
て
理
事
長

を
退
任
、若
い
市
川
茂
春
業
務
執
行
理
事
・
静
苑

ホ
ー
ム
施
設
長
に
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　
こ
の
五
十
年
、私
は
職
員
に
二
つ
の
こ
と
を
お
願

い
し
て
き
ま
し
た
。一
つ
は
、和
顔
愛
語
の
心
で

尽
く
す
こ
と
。
い
ま
一
つ
は
、「
T
h
i
n
k 

F
u
t
u
r
e

　Ac
t

　No
w
」〈
未
来
を

考
え
今
為
す
べ
き
事
を
為
す
〉。す
な
わ
ち
、時
代
の

変
化
に
即
応
す
る
体
制
を
常
に
心
掛
け
実
践
す
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
顧
み
ま
す
と
、本
当
に
多
く
の
素
晴
ら
し
い
職
員

に
恵
ま
れ
、こ
の
二
つ
の
こ
と
に
取
り
組
み
、培
っ

て
き
た
心
を
礎
に
し
て
、北
海
道
友
愛
福
祉
会
の
歴

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、私
が
職
員
と
共
に
五
十
年
に
わ
た

り
培
っ
て
き
た
大
切
な
心
が
、多
く
の
皆
さ
ん
に
喜

ば
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、本
当
に
う
れ
し
く
有

難
く
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
百
年
に
向
か
っ
て
ス
タ
ー
ト
す
る

市
川
新
理
事
長
と
そ
の
体
制
を
支
え
る
若
い
ス

タ
ッ
フ
が
、北
海
道
友
愛
福
祉
会
の
素
晴
ら
し
い

歴
史
と
伝
統
を
守
り
、地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、全
力
で
歩
み
続
け
る
こ
と
を
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

　
ど
う
か
、皆
さ
ま
に
は
私
同
様
に
温
か
い
ご
指
導

と
ご
鞭
撻
、そ
し
て
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
し
、退
任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

史
と
伝
統
が
築
か
れ
て
き
た
の
だ
と
実
感
す
る
と

共
に
、感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
ま
す
。

　
関
係
者
の
皆
さ
ま
か
ら
、「
友
愛
福
祉
会
の
職
場

は
ど
こ
も
職
員
が
明
る
く
挨
拶
も
溌
剌
と
し
て
思

い
や
り
の
気
遣
い
が
で
き
て
お
り
素
晴
ら
し
い
で

す
ね
。何
よ
り
も
職
員
が
輝
い
て
い
ま
す
ね
」と
い

つ
も
お
褒
め
い
た
だ
き
有
難
く
う
れ
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
昨
年
末
に
、職
員
研
修
の
講
師
か
ら「
職
員
の
対

応
が
本
当
に
素
晴
ら
し
か
っ
た
。こ
の
方
々
が
運
営

し
て
い
る
友
愛
の
施
設
は
間
違
い
な
く
良
い
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
し
た
。ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
が
素
晴
ら

し
い
笑
顔
の
施
設
で
し
た
。身
内
が
も
し
も
入
る
な

ら
、こ
こ
が
い
い
な
…
」と
イ
ン
ス
タ
で
評
価
を
い

た
だ
き
、多
く
の
職
員
も
見
て
き
っ
と
励
ま
さ
れ
た

社
会
福
祉
法
人 

北
海
道
友
愛
福
祉
会 

前
理
事
長

中
田

　清

退任挨拶

先
人
た
ち
が
築
い
た
五
十
年
の
歩
み
に

敬
意
と
感
謝
を
込
め
て

　
こ
の
た
び
、
中
田
清
前
理
事
長
の
後
任
と
し
て
理

事
長
に
就
任
い
た
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
身
に
あ

ま
る
大
役
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
地
域
福
祉
の
向
上

と
法
人
の
発
展
に
力
の
限
り
努
力
す
る
所
存
で
す
の

で
、
前
任
者
同
様
格
別
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
中
田
清
前
理
事
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
法
人

創
生
か
ら
退
任
ま
で
の
五
十
年
間
に
わ
た
り
、
法

人
・
地
域
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
広
く
日
本
の
福
祉
発

展
に
尽
力
し
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
お

支
え
を
い
た
だ
き
全
国
老
施
協
で
は
会
長
を
務
め
ま

し
た
が
、
ど
ん
な
に
忙
し
く
疲
れ
て
い
る
時
で
も
出

勤
時
に
は
毎
朝
現
場
に
出
て
、
ご
利
用
者
の
皆
さ
ん

と
挨
拶
を
交
わ
す
ル
ー
テ
ィ
ン
は
欠
か
し
ま
せ
ん
。

住
民
、ス
タ
ッ
フ
を
含
む
全
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

の“

笑
顔
‶と“

喜
び
‶が
溢
れ
る
、北
海
道
友
愛
福

祉
会
な
ら
で
は
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
創
造
を
目
指

し
、
百
年
に
向
け
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
歩
み
を
法
人

役
員
・
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
ス
タ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
、
北
海
道
友
愛
福
祉
会
の
活
動
と

運
営
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
就
任

の
ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

現
場
フ
ァ
ー
ス
ト
の
揺
る
が
な
い
信
念
、
誰
に
で
も

分
け
隔
て
な
く
優
し
く
穏
や
か
に
笑
顔
で
接
す
る
姿

勢
、
そ
れ
で
い
て
常
に
革
新
的
な
ア
イ
デ
ア
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を
大
切
に
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
熱

い
思
い
と
背
中
で
私
た
ち
を
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
自

慢
の
理
事
長
で
す
。
私
自
身
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
タ
ッ

フ
み
ん
な
の
思
い
か
ら
無
理
を
お
願
い
し
、
今
後
も

法
人
名
誉
理
事
長
と
し
て
大
所
高
所
か
ら
ご
指
導

を
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
併
せ
て

皆
さ
ま
へ
ご
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
素
晴
ら
し
い
先
人
た
ち
が
築
い
て
き
た
五
十
年
の

伝
統
を
胸
に
刻
み
、
次
の
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
自
身
に
与
え
ら
れ
た
使
命
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
お
客
さ
ま
で
あ
る
ご
利
用
者
の
皆
さ
ん
、地
域

社
会
福
祉
法
人 

北
海
道
友
愛
福
祉
会 

新
理
事
長

市
川

　茂春

就任挨拶

は
つ
ら
つ

べ
ん
た
つ
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50周年を記念してアロママッサージを行い、
昼食には５０周年記念のお弁当を食べました。
アロママッサージはご利用者さん一人ひとり
に時間をかけて丁寧に行い、ご利用者さんから
も「すごく気持ち良かった。またやってほしい！」
と喜びの声が上がりました。記念のお弁当は
入所施設でも提供し、とても彩り豊かで特別な
１日を実感することができました。職員として
も、ご利用者さんへの日頃の感謝の気持ちを
お伝えさせていただく
機会となりました。

感謝を込めた
特別な１日となりました♪

北海道友愛福祉会50周年を
記念してイベントを開催しました！
ご利用者さんのあふれる笑顔の
写真と一緒にご紹介します。

50周年の設立記念にアイスキャンドルを事業所前に灯し
ました。法人のお祝いは勿論のこと、コロナ禍が続く中、
地域の皆さまが、灯された光をご覧になり、ひとときの癒し
になればとの思いを込め、職員がアイスキャンドルを一つ
ひとつ手作りをして準備をしました。当日は、学校や会社
帰りの方、小さなお子様とその親御さん…。足を止めて、
アイスキャンドルをご覧になっていました。是非、来年もし
てほしい、そんなお言葉をいただくことができ、私達も心
温まる時間となりました。

アイスキャンドル
～地域を照らす明るい笑顔～ケアハウスゆうあいでは、法人50周年の

お祝いとしてランチビュッフェを開催いたし
ました。お刺身や中華料理、ローストビーフ
やドルチェ等メニューは何と合計17種類
も！！ご自分で食べたいものを選んで召し上
がっていただくビュッフェの形式で、17種類
全てのメニューを召し上がった方も多くい
らっしゃいました。入居者の皆さまからお祝
いの言葉と共に「私達も10年、２０年とケア
ハウスで元気に生活していきたいね」とお
話しされていました。

50周年記念
ランチビュッフェ

恵明園では法人50周年記念食事会を行い
ました。冒頭では、中田前理事長より恵明園
の開始当初の話や水害の話、ご利用者さん
とのエピソードなど印象に残っている思い
出話を語っていただきました。ご利用者さん
もうなずいたり拍手をしたりと、とても楽し
まれていましたが、職員の中にも昔を思い
出し懐かしんでいる人もいました。お話の
後は、ご利用者さんも楽しみにしていた生
寿司をお腹いっぱいになるまで召し上がっ
ていました。

法人50周年を振り返って

5０周年を迎えるにあたり、子
ども達が喜んでくれそうな
物は何かと職員全体で考え
贈呈しました。子ども達は、
可愛い笑顔で受け取ってく
れましたよ☆

子ども達に
記念品を
プレゼント！！

通所リハビリテーション・入所フロア
ごとで、ビュッフェ祝賀会を行いまし
た。ご利用者の皆さんそれぞれ、お好
きなものを選んでいただき、おいしく
笑顔溢れる食事会となりました♪

ビュッフェ祝賀会を
開催しました♪

静苑ホームデイサービ
スセンター友愛野幌

友愛ナーシングホーム

ケアハウスゆうあい

野幌第一地域包括支
援センター

愛保育園

恵明園
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法人50周年おめでとうございます。今年で102

歳になりましたが、支援員さんがとて

もやさしいので毎日楽しく生活し

ています。これからも元気に頑

張ります。
恵明園
ご利用者 若井 冬子さま

法人開設50周年、おめでとうございます！この大きな節目の年に、北海道友愛福祉会のスタッフの一員であることを誇りに思います。静苑ホームに入職して十数年…介護士として成長でき、先輩や後輩の支えで充実した日々を過ごすことができています！今後も北海道友愛福祉会とともに成長
をしていけたらと思います。
静苑ホーム 介護副主任
武田 知世さん

子ども達の笑顔に囲まれ、乳幼児期の大切な

時の子どもと関われる仕事に長年携わることが

できて嬉しく思っています。これからも

笑顔で子ども達と接し、成長を

楽しみに頑張ります。

愛保育園
真野 恵美子さん

ケアハウスの在住者として心よりお祝い申し上げ

ます。前理事長の精神の恩恵に無上の感謝、感動

を痛感しております。懇切な職員と共に益々発展

し、安心・安全な福祉活動が幾久しく続くように

お祈り致します。

「友愛や　和顔愛語の半世紀
永遠に語らむ　大和の心」

ケアハウス
ご利用者 杉山 曻さま

50周年おめでとうございます。自分の身体に

あったリハビリをいつも考えていただき自宅でも

その効果がでており、とても感謝しております。リ

ハビリを続けることの大切さも感じており、体調

の波もありますが楽しく日々を送っております。

友愛ナーシングホームのますます
のご発展をご祈念申し上げます。

友愛ナーシングホーム
ご利用者 加後 静雄さま

50周年おめでとうございます。私は社会人を友
愛グループでスタートし、今の仕事を続けていく
きっかけとなりました。数十年ぶりにこの地に帰
り、また友愛福祉会に入職できたことに縁を感じて
います。今後も和顔愛語の気持ちで、友愛福祉会の
発展に微力ながら貢献できたらと
思います。

野幌第一地域包括支援センター
菅原 千恵さん

創立５０周年おめでとうございます。いつ
も元気と笑顔が溢れる愛保育園！日々を
穏やかに当たり前に過ごせるのは、職員
みなさんの「愛」のおかげです！これからも
愛ある場として益々のご発展
をご祈念申し上げます。

愛保育園
園児のご家族 三上 愛さま

法人50周年の節目に際し、一職員として
携われていることに感謝申し上げます。平成
12年4月に入職し丸21年を迎えました。
恵明園でたくさんのことを学んで参りました
が、今後も和顔愛語の精神を
忘れず、励んでまいります。

恵明園  副主任支援員
関野 千鶴さん

友愛福祉会に勤務し33年、初心を

忘れず継続は力なりの精神で今後

も努力を積み重ねてい
きたいと思います。

友愛ナーシングホーム

渡辺 由美さん

ご利用者の皆さまが「安全」「安心」
「幸せ」に、1日でも長く自立した生活
を送れるように支援させていただい
ております。友愛福祉会が５０周年の
節目を迎え、私自身もより一層身を
引き締め、ご利用者の方々が生きがい
を持って生活できるよう
に引き続き努めてい
きたいと思います。

ケアハウス 生活相談員
吉田 直樹さん

法人開設50周年、おめでとうござい
ます。母を在宅で看取る覚悟で35
年ぶりに同居。時が経つにつれて、
介護の現実に心が病んでいる時に、
母と生活を分ける助言があり、入所
しました。結果、職員の皆様の手厚
いサポートのお陰で、母の穏やかな
生活があります。心より
感謝を申し上げます。

静苑ホーム4階
室原ハツネ様のご家族
小林 良子さま

50周年おめでとうございます
。怪我をして

以来、ずっとお世話になってお
ります。一人

暮らしの生活を続けられるの
も、皆さまの

ご協力のおかげです。これから
もお力添え

をいただきながら、地域で暮

らしていきたいと思います。

野幌第一地域包括支援センタ
ー

ご利用者 井本 菅子さま

北海道友愛福祉会50周年を迎えて

職員・ご利用者さまからの
メッセージ
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●通所介護　  ●訪問介護   
●福祉移送サービス
●居宅介護支援・在宅介護支援センター

友愛野幌
TEL（011）391-3540　FAX（011）389-4170

恵明園
〒067-0027　江別市豊幌美咲町23番地の8
TEL（011）383-3351　FAX（011）383-3598

友愛江別 ●通所介護

〒069-0801　江別市中央町31番地の6
TEL（011）381-2940　FAX（011）381-2941
●介護予防支援

野幌第一地域包括支援センター
介護老人福祉施設・特別養護老人ホーム・短期入所生活介護

友愛ナーシングホーム
〒069-0806　江別市新栄台46番地の12
TEL（011）382-1110　FAX（011）382-1022

介護老人保健施設・短期入所療養介護
通所リハビリテーション・居宅介護支援・訪問リハビリテーション

江別盲人養護老人ホーム・特定施設入居者生活介護・短期入所生活介護

グループホームゆうあい
〒067-0027　江別市豊幌美咲町23番地の14
TEL（011）383-3378　FAX（011）383-3356

認知症対応型共同生活介護

〒069-0806　江別市新栄台46番地の12
TEL（011）382-1123　FAX（011）382-1022

ケアハウスゆうあい
軽費老人ホーム

愛保育園
〒069-0812　江別市幸町8番地の9
TEL（011）384-0330　FAX（011）382-6587

児童福祉施設

江別市受託事業

●福祉用具貸与　  ●特定福祉用具販売
●住宅改修

福祉用具事業所ゆうあい
TEL（011）398-3358　FAX（011）381-2941

北海道友愛福祉会
50周年記念事業

50周年に当たり中田前理事長の揮毫した記

念碑を、静苑ホーム、恵明園、愛保育園の３カ

所の玄関横に設置しました。「和顔愛語の心で

尽くします」「Think Future Act Now（未来を

考えいま為すべき事を為す）」という碑文は、

中田前理事長がこれまで大切にしてきた二つの

テーマ。「常に胸にとめて実践してもらえるよ

うに」と願いを込めて筆を振るいました。居室

の個室化や施設内での看取りをいち早く実

践、全国老施協では過去に会長を務め、介護職

の社会的地位向上を働き掛けてきた中田前理

事長。「職員の皆さんには、明るさ、優しさ、そし

て己に対する厳しさ、この三つを大切にしてほ

しい」と思いを託しています。

前理事長が揮毫した誓いの記念碑を
法人施設３カ所に設置

法人設立50周年を記念した書籍『希求』を出版

しました。一年かけて500ページを超える一冊

にまとめました。介護保険制度の始まりから

変遷、施設および法人経営の挑戦、地域への貢

献、職員への感謝、今後の課題などを網羅して

います。「50年の歴史と伝統を振り返り、100

年に向かってこれからも邁進してほしいとい

う願いを込めました」と中田前理事長。職員お

よび関連機関、事業所へ配布する予定です。

中田前理事長が人との出会いについて語った

『邂逅』、コロナ禍での法人の取り組みについて

まとめた『検証』、既刊の2冊と併せてお読みく

ださい。

50年の歩みをまとめた記念誌
『希求』が完成

50周
年

記念号
2022.April

き ご う

へんせん

かいこう
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